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In this paper, I understand the property of space at Noh stage in the Edo Era. I especially make a study of 
size of Noh stage. Also I attempt to restore of Noh stage, which it is draw in “Koka Kanjin-Noh 
Emaki(Collection of The Nogami Memorial Noh Theatre Research Institute of Hosei University)”. This 
restoration is based on the studying of property of space at Noh stage in the Edo Era  
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１． はじめに 
本研究は江戸時代における能舞台および見所（観客
席）を含めた演能空間を読み解くことを目的としている。
江戸時代において能の演じられる機会はいくつかあった
が中でも、研究の対象は武家屋敷における常設能舞台、
一世一代勧進能の能舞台に着目し研究を行った。江戸時
代において能舞台は定型化されていたとされるが、当時
の図面や仕様書などを用いることにより実際の舞台の詳
細な分析を行っている。 
また、以上の江戸時代における能舞台の研究をふまえ
た上で、野上記念法政大学能楽研究所所蔵の『弘化勧進
能絵巻』に描かれた舞台空間の復元をはかりたい。 
 
２． 武家による常設能舞台 
（１）能舞台と武家 
能の源流は古代にあると言われ、能舞台という装置は
はじめから存在していたわけではなかった。現在に伝わ
る能舞台の型が見え始めるのは、室町時代に入ってから
のことである。そして、桃山時代には舞台の改良や規格
の一定化が進み現在のような能舞台の形が形成されてい
くこととなった。定型化後の能舞台の平面構成は舞台に
脇座、後座がつき、後座からは橋掛りが伸び、控えの間
である鏡の間につながっている。また、舞台の裏には楽
屋がありそれらは一連の建築であった。常設能舞台にお
いては舞台と観客席の間に白州と呼ばれる小石のひかれ
た空間があり、これにより演者と観客は空間的に分断さ
れる。 
江戸時代において特徴的な催能は武家屋敷での能と一
世一代勧進能である。武家屋敷での催能は江戸時代にお
いて特に盛んに行われるようになった。これは能が式楽
として武家の間で受け入れられるようになったことが起
因する。また、能が式楽とされるようになったのは時の
権力者たちが能を愛好していたためである。 
（２）最高格の能舞台 
江戸時代では能舞台に関する構法の規矩が整えられる
とともに格式によって型も決められていたという。能舞
台の格式の頂点は江戸城の本丸表舞台であり、格式はそ
の身分に相応する形で下げることが求められた。また、
その順は江戸城、親藩三家や大大名、その他大名や小名
であった。建築における格式の下げる操作は舞台の規模
を小さくすること、これは基準寸法を京間（6 尺 5 寸）、
中京間（6 尺 3 寸）、江戸間（6 尺）とすることにより平
面規模をまず小さくしている。また、柱を細いものにす
ること、装飾を簡略化することなどにより格式を下げて
いた。つまり、江戸城表舞台を理解することで江戸時代
における能舞台が理解することができるのである。江戸
城能舞台に関する資料は江戸城造営に携わった平内家と
甲良家に伝わる資料から読み解くことができる。こうし
た伝書に残された寸法はいずれも大きな差はなく、一定
の基準で能舞台が建てられていたことが推測される。 
武家屋敷における能舞台と観客席である見所の関係性
について見ていきたい。甲良家の能舞台に関する伝書の
中で元禄 12 年（1699 年）に金春大夫元信が甲良家に送
ったとされる文書に着目した。この文書は舞台の図が記
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されたものと覚書がある。覚書の内容で着目したいのが
「正面向ふ御座敷椽端より舞台の間 3 間」「板敷の高さは
御座敷の落椽と同様なり」という文章である。前者は舞
台と見所の平面的な関係性、後者は舞台と見所の断面的
な関係性を示している。江戸城表舞台について重要文化
財『江戸城造営関連資料（甲良家伝来）』（東京都立中
央図書館所蔵）で確認したところ、どちらの関係性も見
ることができる。この文書が劇場空間としての能舞台に
どのような影響を与えたのか定かではないが少なくとも
こうした関係性は能舞台で表れているといえる。 
（３）地方と能舞台 
能舞台は江戸城を頂点とし格式を下げることは述べた
が、格式を身分に応じて下げているとされる実際の能舞
台について見ていきたい。対象とする能舞台は寛保 2～3
年（1742～1743年）の甲府城の能舞台である。甲府城の
能舞台に関して確認する事のできる資料として『田藩礼
儀典』（国文学研究資料館所蔵）を用いて分析を行った。  
まず平面形状は柱間 6尺 3 寸の中京間で脇座や後座は
それぞれ幅半間、幅 1 間半という比例関係を保った平面
構成をしている。橋掛りは柱間 3 間と江戸城表舞台が柱
間 5 間であったのに対し格を下げていることが見て取れ
る。また部材に関する記述から柱を細くし、虹梁や蟇股
の数を減らし装飾を抑えていることが分かる。また装飾
を減らしていると明らかな部分は屋根がかかることで見
所からは見えにくい組物の上の梁などであり、観客から
の見え方が意識されていると考えられる。また鏡の間の
床高は 2尺 5寸 3 分であり鏡の間は橋掛り、舞台と一連
の建物であることから舞台の床高も同等のものであった
と推測される。江戸城表舞台の床高も 2尺 6寸 4 分であ
ったことから同等の床高といえる。また舞台と座敷の落
縁の高さの関係性は前述した通りであるが、甲府城にお
いても同様な関係性があるとするならば、武家屋敷にお
ける座敷の床高は一定の高さであったと考えられる。 
 
３． 勧進能と仮設能舞台 
（１）勧進能と一世一代勧進能 
勧進能とは本来、寺社の建設や修理にかかる費用の寄
付を募るために行われていたものであった。これは後に
入場料をとる公演となり、その入場料を修理等の費用に
充てるようになる。こうした事から徐々に興行的な色合
いが強くなり、寺社の修繕などの目的を持たない勧進能
が行われることが多くなっていったという。 
一方で一世一代勧進能は江戸時代、能役者が一生に一
度幕府に願出て行える勧進能であり、寺社の修繕費用な
どといった目的のもたない勧進能であった。一世一代勧
進能は幕府の許可を得て催されており、また幕府からの
後援を受けて行うことのできる勧進能であった。この一
世一代勧進能は江戸時代に 6 度催されたという。 
勧進能における劇場空間は舞台を取り囲むように桟敷
席の棟が建てられていた。また、舞台正面に最も格式高
い桟敷が用意されており、武家屋敷における舞台と座敷
の関係性と舞台と桟敷席の関係性はと同様であることが
分かる。 
（２）文化 13 年一世一代勧進能 
文化 13 年の一世一代勧進能は大谷節子氏によって
2011 年に発表された「『文化十四年幸橋勧進能仕様留
帳』解題と翻刻」（『神戸女子大学古典芸能研究センタ
ー紀要』四号、2011 年）を参照して分析を行った。この
仕様留帳は文化 13 年に行われた一世一代勧進能場が火
事で焼失し、その再建時に書き留められた仕様書である。 
この仕様書で明らかとなる点は舞台が江戸間で建てら
れていると思われるところである。舞台の大きさについ
て 3 間との表示しかないが、脇座や後座の幅と舞台幅の
比例関係により江戸間で建てられたと考えられる。つま
りこの勧進能ではまず舞台平面の大きさで格を落として
いると考えられる。既往研究によれば、一世一代勧進能
の格式は比較的格式を高くつくっていたとされるが、こ
の勧進能においては江戸間を使用し格を大きく下げてい
るように感じられる。他にも柱を細くし、橋掛りの柱間
を 4 間にするなどの格を下げる操作がみられる。 
またこの仕様書において注目した点は舞台の床高が 3
尺であるということである。これは武家屋敷における舞
台の床高より 5 寸ほど高い。また桟敷席の床高も 3 尺と
している点にも着目した。これは武家屋敷と舞台の床高
の関係性と似ている。この勧進能においては縁側を桟敷
席の前に設けることができなかったため、桟敷席の床高
と舞台の床高が等しい高さになったのではないだろうか。
加えて石口から水引までの高さは江戸城表能舞台よりも
高く、軒の出は江戸城表舞台の軒の出よりも短くしてい
る。こうしたことから勧進能舞台は武家屋敷のように儀
礼の空間ではなく、興行の空間であることから多くの観
客に見やすいように舞台の寸法を変化させているのでは
ないかと推察される。 
 
４． 弘化勧進能絵巻の空間復元 
（１）絵巻に描かれた舞台空間 
弘化勧進能は弘化 5 年（1848 年）に宝生大夫の一世一
代勧進能として江戸の筋違橋近くで行われた。また江戸
時代最後の一世一代勧進能であった。その様子が描かれ
た『弘化勧進能絵巻』に描かれた舞台について分析を行
った。 
絵巻の中で舞台に関する記述はいくつかある。まず橋
掛りについて「京間十間」と「柱之間二間々」という記
述がみられる。これにより舞台も京間で建てられたと推
測される。また垂木に関しては「二重棰」の記述があり、
本数は 22 本であった。江戸城の能舞台、甲府城の能舞
台は垂木が 19 本であったのに対し多くの垂木で屋根を
支えていたことが分かる。 
舞台と桟敷席の関係性は「御桟敷舞臺ノ正面ニ向フ間
口二間」の記述が見られ最も格式高い破風の付いた桟敷
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席が正面であったことが分かる。 
装飾に関しては蟇股に鶴と思われる彫刻がなされてお
り、化粧垂木の支えにも蟇股が用いられている。こうし
た舞台正面から見えない部分でも装飾を施していること
が示されている。 
（２）舞台の空間復元 
これまでの分析を踏まえ『弘化勧進能絵巻』の復元を
試みた。舞台平面は京間 3 間であること、また後座幅と
脇座幅は舞台幅と比例した関係であると考えられ、舞台
の平面寸法を推定した。橋掛りの取付角度は絵巻で示さ
れている桟敷席との関係性から算出し、角度は 66.42°と
いた。また橋掛りの幅は絵巻では後座の柱まで幅がある
ように描かれておりこれにより舞台幅を算出し、8 尺 9
寸 4 分とした。その他の部分では手がかりとなるような
寸法が絵巻上に見られないため、江戸城表舞台、江戸城
奥舞台、甲良家伝来『能舞台木割・平面図・立面図』、
甲府城能舞台、『文化十四年幸橋勧進能仕様留帳』の寸
法を参考に復元を行った。 
舞台の断面寸法に関しては特に『文化十四年幸橋勧進
能仕様留帳』を参考に行った。これは弘化勧進能と同じ
一世一代勧進能であったことから、また武家屋敷におけ
る儀式としての舞台と興行目的で行われる舞台とではそ
の目的が違うことからも文化 14 年の勧進能を参考する
ことに至った。また部材寸法などは武家屋敷も含めた寸
法を参考に推定した。 
図 1、図 2 で示した図が弘化勧進能における能舞台の
復元図である。構造などについては江戸城表能舞台、江
戸城奥舞台を参考に復元図を作成している。 
 
５． 結論 
江戸時代における能は武家屋敷においては儀礼として
催され、一世一代勧進能においては興行目的に催されて
いた。こうした目的の違いは舞台空間に現れている。武
家屋敷においては舞台の軒の出を深くし、屋根を印象付
け儀式の空間をつくりだしている。一方、一世一代の勧
進能においては軒の出を小さく、床高を高くし軒高を高
くすることで観客に見せる舞台をつくりだしている。 
両者における舞台空間の意図するところは異なってい
ても舞台における平面計画は変わることなく、また断面
における構成部位は変わることはない。 
こうした構成部位も特徴的なものが多く、基準の型が
示しやすいため、能のための舞台であると人々が認識し
やすいのであろう。能舞台における建築の伝統性とはこ
ういった部分に現れ、また格式として規定されたことは
能舞台の伝統性を培う手助けとなったのではないのだろ
うか。 
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